
知的財産権講座

知財判例の読み方入門
～判例の基礎知識ならびに読み方演習～

○講師紹介

角田氏は、特許事務所勤務の後、平成6年から2年間に渡りマックス・プランク国際知的財産権法

 

研究所(ドイツ・ミュンヘン)において知的財産権の間接侵害を研究し、現在東海大学法科大学院

 

教授として知的財産法とエンターテインメント法を担当し、また弁護士としての実務やAIPPI委員、

 

工業所有権情報･研修館（INPIT）等の講師を担当しています。

◇「判例が実務を支配する」といわれます。企業が知財の業務を進める中で、例え

 

ば、特許権や著作権の侵害事件について対策を講じなければならない場合には、

 

同様の事件に対する最近の判例をできるだけ正確に把握することが重要です。
しかしながら、判例の重要性は認識してはいるものの、判決文は独特の表現や

 

読みずらい文章ですし、その読み方など独学で習得するには困難が伴います。
本講座は、受講者の皆様にあらかじめ取り上げる重要判決文に目を通しておい

 

ていただき、法科大学院の教授が判決文の構造から読み方までをていねいに分か

 

り易く解説する方法により、より深い理解と実践力を育成するものです。

◇本講座は、企業、大学、国、地方公共団体、事務所等で知財法務業務をご担当さ

 

れる予定の方、担当して１～２年の方は勿論、 今後知財の勉強を本格的に開始し

 

ようとする方々に も最適な講座ですのでこの機会に是非ご参加ください。

主催：（社）発明協会
日時：平成２２年９月３日（金）

９：３０－１６：３０
会場：（社）発明協会研修ルーム
定員：７０名程度（定員になり次第締切）
講師：角田

 

政芳氏

（東海大学法科大学院

 

教授）

カリキュラム

※ボールスプライン事件等最近の重要判決文を事前に読んでから講義に参
加いただきます。

受 講 料

 

会員１６，０００円

 

・

 

一般１８，０００円
申 込 み

 

FAXもしくは、発明協会ＨＰ知的財産権研修・講座からお申込下さい。

判例の基礎である、法源に始まり、判例の意義の多様性及び判決文の特徴と構造な

らびに判例の読み方のポイントについてわかりやすく説明し、最近の重要判決文を例

に、知財判例の読み方について詳細に解説致します。 



【会場】(社)発明協会

 

研修ルーム（発明会館７階）

電話

 

03(3502)5439

 

FAX03(3506)8788    Eメール：kouza-form@jiii.or.jp

講座申込書
（社）発明協会

 

知的財産研究センター

 

研修チーム行（FAX：03‐3506－8788）

講 座 名 受 講 者 名（ふりがな） 会 社 名 部 署 名 E-mail
知財業務

経験年数

（お申し込み年月日） 平成 年 月 日

住所

〒 －
電話

ＦＡＸ

請求書送付先（受講者と異なる場合にご記入ください）

部課

 

名
担当

 

者

今後、E-mail

 

にて知的財産権講座に関するご案内を送付させていただきます。ご不要な方は、チェックをお付け下さい。

 

メール不要

 

□
（ 社団法人発明協会は、個人情報の重要性を認識し、適切な保護に努めます。 ）

種別 一般 ・

 

法人会員 ・

 

個人会員 ：

 

支部

支払

方法
当日現金 ・ 銀行振込 ・ 得意先コード（総合管理請求書）

※会員かどうか記入のない場合は、非会員扱いとなりますのでご注意願います。

※お支払いは、請求書到着後でお願い致します。

※講座開催日の１週間（営業日）前以降にキャンセルの場合、参加料は理由の如何を問わずご請求させていただきますので予めご了承ください。

得意先
コードNo.

（「得意先コード」をご選択の場合にご記入ください。）
（このコードは会員コードではございません）

キリトリセン

今後の知的財産権講座のご案内
「権利行使を考慮した戦略的中間手続講座」
講師：伊東国際特許事務所

 

副所長

 

弁理士

 

大貫

 

進介

 

氏
日時：平成２２年９月９日（木）～１０日（金）９：３０－１６：３０

 

受講料

 

会員２７，０００円

 

・

 

一般３０，０００円

「外国商標制度」
講師：東京青山・青木・狛法律事務所

 

ﾍﾞｰｶｰ&ﾏｯｹﾝｼﾞｰ外国法事務弁護士事務所（外国法共同事業）

パートナー

 

外国法事務

 

弁護士・弁理士

 

中山

 

健一

 

氏
日時：平成２２年９月１４日（火）～１５日（水）９：３０－１６：３０

 

受講料

 

会員２７，０００円

 

・

 

一般３０，０００円

「特許審査基準解説」
講師：大阪工業大学大学院

 

知的財産研究科

 

教授

 

髙島

 

喜一

 

氏
日時：平成２２年９月２７日（月）９：３０－１６：３０

 

受講料

 

会員１６，０００円

 

・

 

一般１８，０００円

住所

 

〒105-0001

 

東京都港区虎ノ門2-9-14

◇外国商標、主として米国、ヨーロッパ、中国、その他アジア諸国における、出願ならびに権利行使について説明し

商標を使用するに際しての留意点について解説いたします。 

本講座は、企業や事務所で外国出願実務に携わっておられる方はもとより、商標出願管理担当、知財法務実務

担当の方々に最適な講座です。 

◇新規性・進歩性・明細書等記載、各々の不備、発明の単一性違反、産業上利用可能性及び先後願に関する拒絶

理由への対応について説明し、補正の制限、分割出願制度について、戦略的な意見書・補正書の作成術につい

て具体的な事例を提示致し、解説します。本講座は、企業や事務所の知財実務者の方はもとより、意見書・補正

書を書かれている研究開発者・技術者の方々にとっても最適な講座です。 

◇特許の登録要件である新規性・進歩性に関する審査基準を把握することは、出願時に於ける登録査定を受ける

為の指標となります。これにより拒絶絶理由通知を受けにくくなり登録率アップに繋がります。本講座では、審査

実務経験豊富な元特許庁首席審査長が、実務経験が１～５年の初心者を対象に、新規性・進歩性の詳細な審査

基準のポイント及びその問題点について事例に基づき判りやすく解説します 
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